
台湾で初めてアフリカ豚熱の感染を確認 
アジア地域でのアフリカ豚熱清浄国はわが国だけになりました 

 

令和 7 年 10 月 21 日、台湾中部の台中市の養豚場（飼養頭数 300 頭の一貫経

営農場、食品残さ給与）で、アフリカ豚熱（ASF）の発生が確認されました。 

本事例は、台湾で初めての ASF感染です。 

台湾では、ASF 発生後、豚の移動・と畜の禁止、食品残さの使用禁止などのま

ん延防止対策が講じられています。台湾農業部は、これまでに当該農場以外での

感染は確認されていないとの認識を示しています。 

わが国は、台湾での ASF の発生を受け、台湾からの全到着便への家畜防疫官

の配置、動植物検疫探知犬の出動回数を増やす等の水際対策の強化を行ってい

ます。また、農場における ASF ウイルスの侵入防止対策は、①飼養衛生管理基

準の遵守の徹底、②ASF 発生地域への不要不急の渡航の自粛、③海外従業員等

に対する海外からの肉製品等の持ち込み禁止、④飼養する家畜に肉を扱う事業

所等から排出された食品循環資源を原材料とする飼料を給与している農場は、

適正に処理※されたものを給与することが重要です。 

※撹拌しながら 90℃以上 60分間以上の加熱処理が行われ、加熱後の飼料と加熱前の原材料等と 

交差汚染がないこと。 

農林水産省 HP アフリカ豚熱（ASF）について：農林水産省も併せてご確認く
ださい。         

【養豚場における ASF発生予防のポイント（農林水産省 HPより）】 

アフリカ豚熱 
関連情報 No.7 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/asf.html#asf_hassei_yobo

